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新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う緊急調査報告書 

 

公益財団法人日本スポーツクラブ協会 

 

調査主体：公益財団法人 日本スポーツクラブ協会 

一般社団法人全国スポーツクラブコミッション 

データ集計：公益財団法人日本スポーツクラブ協会 

 

調査内容 

調査概要 google form を利用したアンケート調査 

調査期間 2020 年 4 月 5 日（日）～1４日（火） 

有効回答数 243（有効回答率 9７.９％ 243／248） 

 

回答クラブの法人格 

 
 

77.7%

8.2%

14.2%

図１.回答クラブの法人格

⾮営利活動法⼈

営利法⼈

法⼈格を持っていない
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【新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響について】 

Ｑ１．新型コロナウイルスのクラブでの感染拡大について 

 
 
 

Ｑ２．現在のクラブの活動状況 
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職員も会員も感染していない

職員（正規・非正規）が感染している

会員が感染している

職員／会員の家族が感染している

把握していない

図２．新型コロナウイルスのクラブでの感染拡大について(複数回答)

66.9%

19.4%

9.5%

4.1%

図３．現在のクラブの活動状況

全活動の中止

大半の活動の中止

一部の活動中止

平常通りに活動続行
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Ｑ３．クラブへの影響について（複数回答） 

 
 

Ｑ４．クラブが実施しているウイルス拡散防止策について（複数回答） 
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使用するクラブ施設の全面閉鎖

使用するクラブ施設の一部閉鎖

通常の教室等の全面中止

通常の教室等の一部中止

会員利用者の退会減少

正規職員の雇用調整

非正規職員の雇用調整

収入の減少

助成金等の減少

経営の停止・撤退

図４．クラブへの影響について（複数回答）
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換気・空気入れ替えの義務づけ

アルコール消毒液の常備

マスク着用の義務づけ

参加人数の制限

施設と用具の清掃と消毒の徹底

職員参加者の体温確認や体調確認

図５．クラブが実施しているウイルス拡散防止策について（複数回答）
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Q５．どのような工夫で困難な状況を乗り越えているか、もしくは乗り越えようとして 

いるか（複数回答） 

 
 

Ｑ６．新型コロナウイルスによるクラブのこれまでの損失額（概算）について 
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ウイルス拡散防止グッズの確保

資金繰り

雇用調整

活動場所の清掃と消毒の徹底

利用額の減額

活動の休止

図６．どのような工夫で困難な状況を乗り越えているか、

もしくは乗り越えようとしているか（複数回答）
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6.4%
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図７．新型コロナウイルスによるこれまでの損失額（概算）

損失ゼロ

100万円未満

101万円～300万円未満

301万円～500万円

501万円以上
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Ｑ７．クラブの今後の経営継続について 

 
 

Ｑ８．クラブが希望する国や自治体からの支援策について（複数回答） 

 

54.8%

11.2%0.4%

23.7%

10.0%

図８．クラブの今後の経営継続について

通常通り経営を継続／再開

規模を縮小して経営を継続／再開

場所を変えて経営を継続／再開

経営の継続／再開見込みはたっていない

未定
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セーフティネット保証の迅速

化

図９．クラブが希望する国や自治体からの支援策（複数回答）
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Ｑ９．最も望む緊急支援について 

 
  

30.9%

38.7%

2.6%

22.6%

5.2%

図10．クラブが最も望む緊急支援

雇用調整助成金

ウイルス拡散防止グッズ

緊急小口融資制度利用

資金繰り支援の迅速化

セーフティネット保証
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法人格別のクロス集計 

新型コロナウイルスによるこれまでの損失額（概算）について（法人格別） 

 
・営利法人クラブは損失額が大きく、301 万円以上を損失しているクラブは 2 割強ある。 

・法人格を持っていないクラブは、事業規模が小さいこともあり損失額は低い 

・非営利法人クラブでも約 4 割が 101 万円以上損失しており、7 クラブ中 1 クラブは 301 万円   

以上損失している 

 

現在の活動状況（法人格別） 

 
・営利法人の約１/4 が全活動中止しているが、平常通りに活動継続しているクラブは 1/3 

・非営利法人は平常通りに活動を継続しているクラブはゼロ、全活動中止が 7 割強 

・法人格を持っていないクラブ は、全活動中止が 7 割弱だが、1 割は平常通りに活動を継続 

60.9%

50.0%

79.3%

23.9%

27.8%

14.3%

6.7%

11.1%
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法⼈格を持っていない

図11．新型コロナウイルスによる
これまでの損失額（概算について）（法⼈格別）

損失なし 100万円未満 101万円〜300万円未満 301万円〜500万円 501万円以上
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図12．現在の活動状況（法⼈格別）

全活動の中⽌ ⼤半の活動の中⽌ ⼀部の活動中⽌ 平常通りに活動続⾏
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今後の経営継続について（法人格別） 

 
・営利法人は、通常通り経営を継続予定の割合が高い⇒継続せざるを得ない状況であろう 

・非営利法人は、経営の継続／再開の見込みが立っていない割合が他の法人格よりも高い 

・法人格を持っていないクラブは、非営利法人と同様な傾向だが、場所を変えて継続すると  

いう臨機応変な対応が見られる 

 

最も必要とする支援について（法人格別） 
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図13．今後の経営継続について（法⼈格別）

通常通り経営を継続／再開 規模を縮⼩して経営を継続／再開
場所を変えて経営を継続／再開 経営の継続／再開⾒込みはたっていない
未定
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21.1%

7.4%

5.7%

5.3%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⾮営利活動法⼈

営利法⼈

法⼈格を持っていない

図14．最も必要とする⽀援について（法⼈格別）

雇⽤調整助成⾦ ウイルス拡散防⽌グッズ 緊急⼩⼝融資制度利⽤
資⾦繰り⽀援の迅速化 セーフティネット保証
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・営利法人は、雇用を守るための雇用調整助成金をもっとも望んでいる。 

・非営利法人は、活動再開・継続に向けてウイルス拡散防止グッズ、雇用助成調整金、資金

繰り支援の迅速化の順に望んでいる、緊急小口融資制度利用も少数が必要としている。 

・法人格を持っていないクラブは、２／３が活動再開・継続に向けてウイルス拡散防止グッ

ズの支援を望んでいる。 

 

 

 

 

 

編集後記 

＊上記の回答・要望等は 4 月 13 日時点のものであり、その後さらに逼迫した状況に晒され

ていると推察される。 



現状起きている問題（オレンジ部分） 未来への不安（緑部分）

※本シートは⾃由記述をキーワードで分類、グループ化し、スポーツクラブが抱えている現状起きている問題、未来への不安に分けてまとめ可視化した。

問題（クラブ自体）

●資金繰りの行き詰まり

- 運転資金欠如（自転車操業）

- （特に）人件費不足

- 会費収入の激減

- 賃料等の固定経費の負担増

●広報・周知への不備・不安

- クラブ説明責任

- 困難な会員募集

- 伝達頻度増（負担も増）

●ＢＣＰ（事業継続計画）の欠如

- 施設利用不可への対応

- 代替プログラム・活動場所

の工夫・準備不足

- 非正規指導者の雇用

- 事業規模の縮小

クラブの先行き不安

●資金繰り

- 雇用不能

- クラブマネジャーの離職

- 指導者離れ

- 運営資金の払底

●事業継続

- 営利・法人格のないクラブ継続不能

- 会員離れ・スポンサーの非継続

- 公共施設の利用再開の可能性

- 指定管理者更新期への対応

地域スポーツクラブに特化した

行政・政府への要望

●素早い資金繰り

- 助成政策の提示

- 補助金の緊急給付

- 補償・融資手続の簡略化

- 補償・保険の制度設計と窓口

の一本化

●明確な事業ガイドライン

- 再開の判断基準

- 屋外活動のガイドライン

- 屋内活動のガイドライン

- 施設利用法のガイドライン

●情報提供・伝達の徹底

１）運動施設の安全性確保

- 活動再開時の３密防止策

- 運動施設の安全情報

２）クライシスマネジメント

- 感染者発生時の対応

- 休業期間の設定

３）感染症情報

- 感染経路

- 近隣感染者発生マップ

- 陽性患者の施設利用歴

- ウイルスの感染力の強さ

- 感染防止策

４）他クラブ情報

- 広報活動の方法

- 活動状況

- 今回の調査レポート

５）資金情報

- 補助金・助成金制度

６）健康保持のための指針

問題（社会一般）

●伝達不徹底・情報軽視

- 学童・放課後クラブ３密矛盾

- 指導者による活動継続

- 若者への伝達不足

対策考案

●運動継続の工夫

●プログラムメニュー考案

●ポジティブ思考

●セルフケア（免疫力向上）

近未来社会への不安

●公共施設の維持（資金不足）

●医療崩壊

●情報氾濫

- マスコミ報道による洗脳

- 精神的苦痛

●再開目処

- 学校活動

- 学校施設開放

- 部活動

●健康維持・運動不足

- 高齢者フレイル化の加速

- 子どもの不活発ライフスタイル増長

政治不信・不満・不安

●判断の遅さ

●ガイドライン不明・不詳

自由記述部分から導き出される現状起きている問題と将来への不安


